






















世紀、声楽と器楽は並行して発展を続けてい
たが、器楽が単独の道を歩み始めてからは舞曲の組曲
が最終的な完成をみせ、ついにバロック音楽に欠かせ
ないジャンルのひとつとなった。鍵盤楽器、弦楽器、な
いし管弦楽のために書かれたバッハの組曲は、こうし
た当初の固定されたフォルムをさらに進化させたもの
である。曲から成る『イギリス組曲』と題されたクラヴ
サンのための作品は、イギリス的な要素は典拠の怪し
い不思議な題名のみで、作曲家本人は『前奏曲つき組
曲』としか書いていない。バッハがケーテンの宮廷で熱
烈な音楽愛好家だった伯爵に仕えていた 年から

年の間に作曲されたものだが、バッハの器楽曲の
大半はこの時代に書かれている。豊かなポリフォニー
が響く純粋なこの音楽の源は、多様な踊りの動きであ
る。冒頭の長大な『前奏曲』はほぼ完全に２声部、テー
マで書かれた大曲で、コンチェルトのトゥッティと比較
的落ち着いたヴァイオリン独奏の掛け合いのようだ。続
く『イ短調組曲 』では、模倣の原則にそって書
かれた情感豊かなアルマンド 、フランス風ク
ーラント 、そして極めて和声的なサラバンド

とイタリア風対位法と自由な装飾のドゥー
ブル へと続く。バッハはこの後に、「ギャラントリ
ー 」と呼ばれる楽章、ここでは舞曲的な性
格の濃い対照的な二つのブーレ を並べ、最後
に楽章全体を支配する主題的アイディアが軽快に繰り
返されるジーグ で締めくくっている。

ショパンほど、ピアノというひとつの楽器と同化した
音楽家はいないだろう。彼に師事したジョルジュ・マテ
ィアスは「ショパンが演奏しているときに流れてくるピ
アノの音は、彼の指をもってのみ聞こえてくるものだっ
た」と回顧している。ショパンはピアノのためのバラード
を 曲書いている。「バラード 」という極めて曖
昧な概念が、彼の手にかかると感情と情熱を伝える偉
大な音楽的抒情詩と同義語に変じる。シューマンに捧
げられたヘ長調の『バラード作品 』が完成したのは、

年初頭、ジョルジュ・サンドとの悲惨なマヨルカ島
滞在期間中のことだった。即興と呼ぶに相応しい旋律、
意表を突く和声進行、耽美で魅力的、情熱的で緊張に
満ちた多様なストーリーが重なり合っていく作品であ
る。
ショパンの『夜想曲 』は、彼が格別愛した
ベルカントの影響を受けていると、しばしば指摘され
てきた。彼に師事したある女性の証言によれば、ショ
パンは自作の夜想曲を「歌うように」弾いていたそうで
ある。フェルディナント・ヒラーに献呈された『夜想曲

作品 』の最初の 曲では、一見不安定なテ
ーマが繊細な装飾音をちりばめながら何度も繰り返さ
れ、リストによる素敵な表現を借りれば「次 と々追加さ
れる小さな音のかたまりが、まるで七色の朝露の小さ
な滴のように旋律上に落ちていく」。中央の激しく情熱
的な 部分に続き、冒頭の優しい、落ち着いた
テーマが再び現れ、徐々に最後の小節にむかって消え
ていく。
「幻想的で破滅的な旋回のイメージにつながるウィ
ンナー・ワルツへの讃歌のよう作品である。 年頃
の王宮で踊られるようなワルツ」、ラヴェルは彼の代表
作となる『ラ・ヴァルス 』についてこう語ってい
る。 年の同作品は、当初、ディアギレフのために書
かれたものだったが、「バレエではない」という理由で
上演を断られている。「リヒャルトではない、もうひとり
の偉大なシュトラウス」を追憶するようなこの「舞踊的
な詩」の原典版は本来、管弦楽曲として作曲されてお
り、 年 月 日にラムルー管弦楽団によって初演
された。その後、ラヴェルはこの曲をピアノ用に編曲し
ている。ヴラディミール・ヤンケレヴィチが「悲劇的な大
ワルツ」と呼んだ同作品は、フィガロ紙で「小さな音楽
的傑作であり、ユーモア溢れる宝石箱」と評されている
が、難曲でもあり、「目のくらむような軽快なパッセー
ジ」、独特のクレッシェンド、デフォルメされたり強調さ
れたりしながら執拗に反復されるリズムは、その悪魔
的な性格をさらに強調している。この作品を演奏する



ピアニストは、常にオーケストラ的な効果を最大限引
き出さなくてはならない。ハープのアルページョ、フルー
トのトリル、ミュートを着したトランペットのパロディー
的な性格等々．．．

年、作曲に専念すべく、天才ピアニストとして
のキャリアに終止符を打ったリストは、この時すでに
栄光の頂点にいた。ワイマールに居を構えた彼の屋敷
は、ワーグナー、ベルリオーズ、ブラームス、アントン・ル
ビンシュタインといった芸術家の交流の場となった。

年 月初頭、長い時間を費やして熟考した『ソナタ
ロ短調』を完成し、 年 月 日、かつての弟子で
指揮者・ピアニストとしてすでに確たる地位を築いてい
たハンス・フォン・ビューローに、ベッヒシュタイン社の
最初のピアノが披露されたベルリンにおける記念演奏
会で、その初演を託した。伝統的な 楽章、あるいは 楽
章形式のソナタとはかけ離れた、長大な単一楽章の同
作品は人々に大きな衝撃を与え、一部の評論家にまっ
たく理解されず、痛烈な批判を浴びた。だがワーグナー
だけは、これを偉大で奥深い、気品にあふれた崇高な
傑作として絶賛した。対し、クララ・シューマンは和声的
明瞭さに欠ける劣悪で嘆かわしい作品と批判し、エド
ゥアルト・ハンスリックなどは「この作品を美しいと感じ
る者に救いはない」と酷評した。
恐ろしいほど演奏が難しい巨大な岩のような同作

品は、リストの創作過程における大きな節目に書かれ
たもので、ちょうど過去と未来の交差点に位置づけら
れる。ピアノの可能性を探求し続けたリストは、この作
品を通して、近代化の潮流に反するかのように利用す
る技術を最低限にとどめ、まるでベートーヴェンのよう
にピアノ音楽を「浄化」し、同楽器のレパートリーに新
風を吹き込み、従来の音楽構造を破壊し、楽器の限界
を超越している。規律と狂気、抒情性と厳格さ、躍動す
る奇行と静かな瞑想が隣り合わせに顔を出す。単一楽
章のロ短調ソナタは、３つの基本テーマの変奏が続く
循環形式をとっている。ピアノのための交響詩のような
作品であり、交響曲『ファウスト』との類似点も多く、長

い迷走から安らぎへと向かっていく。最初のテーマは
、ハンガリー風、オクターヴのフリギア旋法で呈

示される。続いて で、野性的で力強い
第 テーマが登場し、同じように荒々しい第 テーマが
バス声部で呈示される。クード・ロスタンの言葉を借り
れば、これらのモチーフが「野獣の戦い」を繰り広げ、第
テーマがしばらく優勢だが、最後の雄大なクライマッ
クスを迎えるところで冒頭のテーマが復活する。そして
最後に荘厳な 部分で新しいアイディアが登
場し、優しいニュアンスに変容した第 テーマが再び聞
かれるが、暴力的な第 テーマによってすぐに中断され
る。その後、しばらくレチタティーヴォ風のパッセージ
がいくつか続いたのち、 のフガートが
現れる。そこでは つの主テーマが融合し、激しく展開
し、交響曲を思わせる荘大なスケールの響きを生み出
していく。最後に、これまで使われてきた基本モチーフ
がまとまった形で再現され、 で低いロ音
が「音量を制御したティンパニのように」（クロード・ロ
スタン）響き渡って終わる。

年にパリ音楽院のピアノ科予科への入学を許
されたラヴェルは、 年に退学させられてしまう。だ
が 年に復学し、ガブリエル・フォーレのクラスに入
った彼は、直後に『古風なメヌエット 』
を作曲し、友人で同門のリカルド・ヴィニェスによって
同曲は 年 月 日に初演された。意図的に不安定
なシンコペーションで書かれているこの作品は、ラヴェ
ルが尊敬していたシャブリエの影響が色濃く聞いてと
れる。だが早くもラヴェルらしい個性的なスタイルを確
立しており、古い舞曲への関心とアーカイックな響きを
求めた様々な旋法の工夫がみられる。
イゴール・ストラヴィンスキーは様々な音楽ジャンル

において、数多くの素晴らしい作品を残したが、彼のピ
アノ曲は一般的にあまりよく知られていない。青年期の
作品である『練習曲 作品 』 は、革命的な傑作『
春の祭典』の 年前、 年に書かれたものだが、彼の
ピアノ音楽のスタイルと音楽的な思考を象徴する独特



の緊張感をすでに放っている。リムスキー・コルサコフ
に捧げられた『練習曲第 番』には、のちに開花するスト
ラヴィンスキー音楽特有の様々な要素の種がちりばめ
られている。「音色とリズムの天才」とドビュッシーが評
したその後のストラヴィンスキーの音楽を予感させる
技巧的なこれらの練習曲は、ピアノという楽器に対する
彼の類まれなる造詣の深さをも物語っている。
「音楽は人を楽しませなくてはいけない」と繰り返し
語っていたのも、ドビュッシーだった。演奏者による短い
『バガテル 』は、まさにこうした趣向でここに
さりげなく加えられた小品で、キース・ジャレットとステ
ィーヴィー・ワンダー、そしてフォーレからインスピレー
ションを得て書かれたとのこと。
リスト、ブゾーニ、そしてバッハのように、サミュエル・
ファインベルク（ ）もまた、偉大な編曲者だっ
た。モスクワ音楽院で教鞭をとっていたこのロシア人の
ピアニスト兼作曲家は、スクリャービンに夢中になり、
バッハの音楽を熱愛していた。ロマン派的な趣向のブ
ゾーニに対して、ファインベルクによるバッハの作品の
編曲は極めて明快かつシンプルである。オルガンのため
に書かれたバッハの『トリオ・ソナタ 』の『ラル
ゴ 』の編曲がその一例としてあげられる。バッハ
がライプチヒ時代の初期に作曲した『 段鍵盤と足鍵
盤つきオルガンのための 曲のソナタ』の 曲目の作品
だが、ファインベルクは複雑に絡み合うオルガンの独
立した つの声部を、見事にピアノに置き換えて編曲し
ている。

ジャン・フレデリック・ヌーブルジェ
年生まれ。 年からピアノを始め、

年にパリ音楽院を最高位で卒業。
年（モーリス・ラヴェル・アカデミー賞を受賞）と
年（ヤング・コンサート・アーチスト国際オーディシ

ョン、ニューヨークで優勝）の間に数々の国際コンクー
ルで賞を受賞し、 年ロン＝ティボー・コンクールで
は４つの部門で賞に輝いた。

モンペリエ・フランス放送、ラ・ロック・ダンテロン、
オーヴェル・スール・オワーズ、ストラスブール、バガテ
ル・ショパン、セール・ドートイユ、オランジュリー・ドゥ
・ソー、ピアノ・オー・ジャコバン、ラ・フォル・ジュルネ（
ナント、リスボン、東京）、ドゥシニキ・ショパン・フェステ
ィバル等の音楽祭に出演し、ルーヴル美術館、オルセ
ー美術館、ブッフ・デュ・ノール劇場、ワシントンのケネ
ディー・センター、ニューヨークのカーネギー・ホール、
東京のサントリー・ホールといった一流の会場で演奏。

年には、ラ・グランジュ・ドゥ・メレで初リサイタルを
行い、ヴェルビエ音楽祭にデビューする。

これまでにフランス国立放送響、ニューヨーク・フィ
ル、ロンドン・フィル、上海フィル、オーヴェルニュ・ジュ
ルジュ・エネスク響、イル・ドゥ・フランス国立管、香港シ
ンフォニエッタ、モンペリエ国立管、リヨン国立管、パリ
室内管、リエージュ・フィルなどのオーケストラに招か
れ、ロリン・マゼール、パスカル・ロフェ、テオドール・グ
ッシェルバウアー他と共演している。また、 ペンデレ
ツキ指揮バンベルク響でベートーヴェンのピアノ協奏
曲第 番、ノット指揮でバッハのコンチェルトを演奏
することが決定しており、 年春には準・メルクル指
揮で 交響楽団と初共演の予定。

素晴らしい音楽性、透明感あふれる音、そして豊か
な表現力をもつジャン・フレデリック・ヌーブルジェは、
弱冠 才という若さにもかかわらず、すでに幅広いレ
パートリーを展開しており、 年 月にライヴ録音
された東京サントリー・ホールにおける同デビュー・リ
サイタルは、そうした彼の確かな実力を裏付ける証とい
える。






